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火縄銃カラクリの仕組み（外カラクリの場合）

                                                     メモ）鉄本 2025.06.13

博物館に展示されている火縄銃は「慶長大火縄銃」をはじめ、全て「外カラクリ」の火縄銃です。

そこで、各パーツの名称と「カラクリ」の機構を説明します。

１．火縄銃外観と各部名称・役割

  （１）「カラクリ」の種類

    「カラクリ」には、大別して、①「外カラクリ」（平からくりとも言います）、②「内カラクリ」の２種類が

    あります。見分け方は簡単です。カラクリ部側面に弾金（はじきがね）があるものが①です。

  （２）各パーツの名称と機能

    ①雨覆い： 火皿と銃身の間に立てられている板のことで、火縄周辺に雨水が入ることを防ぎます。

    ②火皿： 点火薬を入れる受け皿のこと。

    ③火蓋： 火皿を覆う安全装置で、不意に火薬に着火することを防ぎます。「火蓋を切る」の語源です。

    ④火ばさみ： 火縄を挟む部分です。

    ⑤胴金： 筒（銃身）と台（銃床）を結合するもので、結束バンドのような役です。

    ⑥弾金： 火ばさみをばねの力で弾いて着火させる金具です。「毛抜き」、「松葉」とも呼称。

    ⑦かに目： 弾金が反発するのを押さえる金具です。引き金を引くと引込みます。「ツメ」とも表現します。

    ⑧かに目かくし： 弾金の先端が銃身の外側に滑ってロックが外れることを防止します。

       「堺筒」では、原則として「菊花」のデザインが使用されています。（右図）

    ⑨火縄通し穴： 火縄を通して、長い縄がぶらついて遊ぶことを防ぎます。                             

      【カニ目付近のカラクリ内部（立面図）】
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２．火縄装着から引き金までのパーツの挙動  ～「火ばさみを起こす動作」から「ロック状態」開放まで～

①火ばさみを起こす

火ばさみを起こすと、連動して弾金（板バネ）が押下されます。その時、かに目が内側に押し込まれます。

                   

                                                    

押下

                                                   

   

②かに目によってロック

   火ばさみを押し上げると、「押え」によって「盗人金」が押され、かに目が元の位置に戻ります。

                                  

                                                     

③引き金を引く

引き金を引くと、弾金を押さえていた「かに目」が引込み、弾金が開放され反発し、「火ばさみ」の末端部が

押し上げられることにより、装着された火縄が「火蓋」に装填された火薬に接し着火します。

                                        

                                                                                            

                                 

＊「外カラクリ」の構造については、YouTube で「火縄銃男子」という

ハンドルネームの方が実物の火縄銃を分解しつつ紹介しています。

これを見ると、より理解できると思います。

＊右写真は、「内カラクリ」の例です。ゼンマイバネを内部に

組み込み、火ばさみの軸をバネの力で回転させる方式です。

「火ばさみ」のロック方法は、「外カラクリ」と同じ仕組みです。

「弾金」が「ゼンマイバネ」に置き換わった形です。
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